
（別紙３）

～ 令和６年　１０月　３１日

（対象者数） １３名 （回答者数） ９名

～ 令和６年　１０月　３１日

（対象者数） ６名 （回答者数） ６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・長く利用される事で信頼関係がより築け支援の充実が図れ
る。

2

・個々に応じた支援を行う為に個別の対応と集団活動を組み
合わせて行う。

3

・児童それぞれに応じた支援の選択を行う。
・者へ移行するにあたり必要なスキルや余暇の過ごし方の支
援を行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・全てをバリアフリーにはできませんが、改善できる箇所に
ついては改善していきます。

2

・研修会や勉強会など保護者間で交流する機会を設けていき
ます。

3

・送迎車、人員の確保が困難であり事業所での送迎は難しい
です。保護者様へ移動支援や福祉タクシーのご利用を提案し
ていきます。

・児童発達支援センター　⇒　第１放課後デイサービス　⇒
第２放課後等デイサービスといった移行で継続した支援が行
える。

・利用児の支援や情報の共有がスムーズに行える。

・プールや体育館など設備面が充実している。 ・天候に関係なく運動が行える。

・出雲養護学校に隣接する事業所であり、学校と密に連携が
図れる。

・送迎の際に児童の様子を直接先生から詳しく知る事ができ
る。

・事業所の送迎がない。 ・送迎に必要な送迎者や人員の確保が難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・バリアフリーではない。 ・建物が古く段差が多い。

・保護者間の交流する機会がない。 ・保護者が交流する場や行事、研修会などを企画や提供が乏
しい。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和６年　１１月　１日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 第２放課後等デイサービス　ぽこぽこ

○保護者評価実施期間 令和６年　１０月　１日

○保護者評価有効回答数

令和６年　１０月　１日

事業所における自己評価総括表公表


